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特集：滋賀県は健康寿命も日本一へ

▲県民の健康寿命延伸を担う滋賀県健康医療福祉部の皆さん

～健康寿命延伸へ
の取組～
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特集

平
均
寿
命
は
50
年
前
と
比
べ

約
15
歳
上
昇

　

滋
賀
県
は
、
昔
か
ら
ず
っ
と
長
寿
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
均
寿
命
の
推
移
を
み
る
と
、
50
年
前
と
比
べ

約
15
歳
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
全

国
の
順
位
を
見
て
み
る
と
、
女
性
は
約
30
年
前
の

全
国
37
位
か
ら
今
回
の
２
位
へ
と
、
徐
々
に
順
位

を
上
げ
て
い
ま
す
。
1
9
7
5
年
以
降
、
平
均
寿

命
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
1
9
9
0
年

に
特
に
女
性
の
平
均
寿
命
の
全
国
順
位
が
下
降
。

　
最
も
新
し
い
令
和
２
年
都
道
府
県
別
の

平
均
寿
命（
令
和
４
年
公
表
）
に
よ
る
と
、

滋
賀
県
の
男
性
は
８
２.
７
３
歳
で
前
回

（
平
成
27
年
）
に
引
き
続
き
全
国
１
位
。
女

性
は
８
８.
２
６
歳
で
４
位
か
ら
２
つ
順
位

を
上
げ
て
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回

と
比
べ
る
と
、
男
性
は
０.
９
５
歳
、
女
性

は
０.
６
９
歳
、
そ
れ
ぞ
れ
平
均
寿
命
が
延

び
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
健
康
寿
命（
客
観
的
指
標
）
を
み
る
と
、

男
性
は
８
１
．０
７
歳
で
全
国
２
位
、
女
性

は
８
４
．６
１
歳
で
７
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
と
の
差
は
、
男
性
が
１
．６
６
歳
、

女
性
が
３
．６
５
歳
。
医
療
費
や
介
護
費
な

ど
生
活
の
負
担
を
抑
え
、
Q
O
L
を
維
持

す
る
に
は
、
こ
の
差
を
縮
め
る
こ
と
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
集
は
、「
健
康
寿
命
延
伸
へ

の
取
組
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
が
主
導
す
る

計
画
や
施
策
な
ど
を
ご
紹
介
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
長
寿
の
秘
け
つ
に
つ
い
て
。

考
え
ら
れ
る
要
因
や
滋
賀
県
な
ら
で
は
の

取
組
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉

部
の
皆
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

平
均
寿
命

連
続
日
本
一

そ
の
理
由
に
迫
る

第
１
回



13 ●滋賀の国保 2023 年 5 月

特集：滋賀県は健康寿命も日本一へ

「
健
康
寿
命
」

で
も

滋
賀
県
は

全
国
上
位

　

介
護
保
険
の
要
介

護
度
な
ど
を
基
準
と

す
る
「
客
観
的
指
標
」

で
は
、
男
女
と
も
に

全
国
上
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
ぜ
滋
賀
県
民
は
長
寿
日
本
一
に
？

考
え
ら
れ
る
要
因
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
、
滋
賀
県
の
男

性
は
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
の
低
さ
が

全
国
１
位
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
低
さ

は
全
国
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

背
景
に
は
、
喫
煙
率
の
低
さ
や
食
塩
摂
取
量

の
低
さ
な
ど
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
良
い
と

言
わ
れ
る
生
活
、
行
動
が
広
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

同
様
に
総
務
省
の
「
令
和
３
年
社
会
生
活

基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
前
回（
平
成
28
年
）

調
査
に
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー

ツ
の
年
間
行
動
者
率
が
全
国
上
位
と
な
っ

て
お
り
、
心
身
に
わ
た
る
健
康
な
生
活
習

健康寿命推進課の風間昌美さん（保健師）

「日常生活に
制限のない期間の平均」

「日常生活動作が
自立している期間の平均」

値 順位 値 順位

男性

女性

全国

滋賀県

全国

滋賀県

72.68
73.46
75.38
74.44

79.91
81.07
84.18
84.61

4

46

2

7

就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

社
会
参
加
が
重
要

　

滋
賀
県
は
他
府
県
と
比
べ
地
域
で
活
躍
す
る

高
齢
者
が
多
く
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
健
康
推
進
員
の
活

動
も
盛
ん
で
す
。

地
域
で
活
躍
す
る
高
齢
者
が
多
い
こ
と
も
？

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
寿
命
の
関
係
に
つ
い

て
、
滋
賀
県
と
長
寿
を
競
う
長
野
県
が
実
施
し

た
健
康
長
寿
の
要
因
分
析
（
平
成
27
年
３
月
）

を
見
る
と
、
65
歳
以
上
就
業
者
割
合
と
平
均
寿

命
・
健
康
寿
命
は
有
意
な
正
の
相
関
に
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
の
平
成
30
年
度
平
均
寿
命
・

健
康
寿
命
要
因
分
析
に
よ
る
と
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
割
合
と
平
均
寿
命
お
よ

び
健
康
寿
命
と
の
関
連
は
、
男
性
は
有
意
な
相

関
、
女
性
は
平
均
寿
命
と
有
意
な
傾
向
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
割
合
が
高
い
都
道
府

県
ほ
ど
、
平
均
寿
命
・
健
康
寿
命
が
長
い
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
高
齢
者
の
交
流
拠
点
で
あ
る
「
通
い

の
場
」
は
、
男
性
の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
を

懸
念
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
や
実
際
の
業
務
を
通
じ

て
、
同
様
の
交
流
や
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
。「
滋
賀
県
に
は
男
女
を
問
わ
ず
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
日
々
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
た

め
の
受
け
皿
が
充
実
し
て
い
ま
す
」
と
医
療
福

慣
も
深
く
関
係
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。

　

平
均
寿
命
が
長
い
要
因
は
様
々
で
す
が
、

県
や
市
町
の
取
組
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の

主
体
的
な
取
組
等
が
総
合
的
に
平
均
寿
命
を

延
ば
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

厚
生
労
働
省
：
令
和
３
年
度
人
口
動
態
統

計
調
査

①
男
性
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る

　

死
亡
率
の
低
さ
【
全
国
１
位
】

②
が
ん
に
よ
る

　

死
亡
率
の
低
さ
【
全
国
２
位
】

③
心
疾
患
（
高
血
圧
を
除
く
）
に
よ
る

　

死
亡
率
の
低
さ
【
全
国
５
位
】

数
字
か
ら
見
え
る
滋
賀
県
民
の
生
活

　（
総
務
省
「
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本

調
査
」）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
年
間
行
動
者
率

　
（
10
歳
以
上
）【
全
国
４
位
】

●
旅
行
・
行
楽
の
年
間
行
動
者
率

　
（

10 
歳
以
上
）【
全
国
６
位
】

●
ス
ポ
ー
ツ
の
年
間
行
動
者
率

　
（

10 
歳
以
上
）【
全
国
６
位
】

●
学
習
・
自
己
啓
発
の
年
間
行
動
率

　
（
10
歳
以
上
）【
全
国
８
位
】

こ
の
こ
ろ
に
禁
煙
活
動
や
母
子
保
健
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
保
健
事
業
へ
の
下
地
が
整
い
ま
し
た
。「“
何

と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
”
と
行
政
が
舵
を
取
り
、

県
民
も
が
ん
ば
っ
て
応
え
て
き
た
こ
と
の
結
果
」

と
健
康
寿
命
推
進
課
健
康
づ
く
り
係
副
参
事
（
保

健
師
）
の
風
間
昌
美
さ
ん
。

　
「
主
な
年
齢
の
平
均
余
命
（
男
）
令
和
２
年

（
2
0
2
0
）」
に
よ
る
と
、
75
歳
の
高
齢
世
代（
全
国

３
位
）と
比
べ
、
０
歳
、
20
歳
は
全
国
１
位
と
な
っ
て

お
り
、
40
歳
、
65
歳
（
全
国
２
位
）
も
順
位
が
高
く
、

こ
の
30
年
に
わ
た
る
保
健
事
業
が
奏
功
し
て
き
た
こ

と
の
裏
付
け
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

風
間
さ
ん
は
「
保
健
事
業
は
草
の
根
活
動
、
引

き
続
き
地
道
な
積
み
重
ね
が
必
要
」
と
続
け
ま

し
た
。
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祉
推
進
課
在
宅
医
療
福
祉
・
認
知
症
施
策
推
進

係
の
髙
屋
大
樹
さ
ん
。
高
齢
に
な
っ
て
も
社
会

参
加
の
で
き
る
機
会
の
多
い
こ
と
が
長
寿
に

関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

健
康
推
進
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

積
極
的
に
活
動

　

市
町
が
主
体
と
な
っ
て
健
康
推
進
員
や
健
康

サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
養
成
を
支
援
し
、
地
域
の
健
康
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の
啓
発

や
調
理
実
習
、
特
定
健
診
や
が
ん
健
診
の
受
診

勧
奨
を
展
開
。
通
い
の
場
な
ど
を
通
じ
て
フ
レ

イ
ル
予
防
体
操
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
様
々
な

活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
琵
琶
湖
を

守
ろ
う
と
す
る
環
境
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
盛
ん

特集：滋賀県は健康寿命も日本一へ

▲右　医療福祉推進課の髙屋大樹さん

さ
ら
な
る
健
康
づ
く
り
に

向
け
た
滋
賀
県
独
自
の
取
組

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
心
身
に

わ
た
る
健
康
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、
滋
賀
県

で
は
令
和
５
年
度
の
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」
を
掲

げ
て
お
り
、
す
べ
て
の
県
民
が
元
気
で
健
や
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
健
康

し
が
」
共
創
会
議
に
参
画
す
る
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
と
と
も
に
、「
健
康
な
ひ
と
づ
く
り
」「
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　

滋
賀
県
で
は
、
令
和
７
年
開
催
の
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
大
会
（
わ
た
S
H
I
G
A 
輝
く
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
）
に
向
け
て
、
体
育
施
設
（
県
立

体
育
館
、
陸
上
競
技
場
等
）
の
整
備
等
の
準
備

を
展
開
。
新
た
に
整
備
し
た
施
設
の
活
用
等
に

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

《
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
事
例
》

●
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
の
レ
ガ
シ
ー
を
引
き

継
ぐ
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
「
び
わ
湖
マ
ラ
ソ

ン
2
0
2
3
」
を
令
和
５
年
３
月
12
日
（
日
）

に
開
催
し
、
約
６,
３
0
0
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加

●
成
人
の
週
１
日
以
上
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実

施
率
が
右
肩
上
が
り

　
（ 

平
成
30
年
3
9.
9
%
→
令
和
元
年 

4
4.
1
% 

→ 

令
和
2
年 

4
8.
7
% 

→ 

令
和
3
年 

5
2.
0
%
）

●
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
数
が

大
幅
に
増
加
（
平
成
30
年 

1,
7
8
9 

人
→ 

令
和

4
年
3
月 

3,
8
2
3
人
）

心
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
新
た
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」

　
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
は
、
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
し

た
自
然
と
歩
み
を
そ
ろ
え
、
ゆ
っ
く
り
、
て
い

ね
い
に
暮
ら
し
て
き
た
滋
賀
の
時
間
の
流
れ
や

暮
ら
し
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
心
の
リ
ズ
ム
を

整
え
る
新
た
な
旅
の
提
案
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
健
康
志
向
の
高
ま
り

や
人
々
の
価
値
観
の
変
化
等
に
よ
り
滋
賀
の

良
さ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
滋
賀

県
で
は
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
暮
ら
し
、
営

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
滋
賀
の
魅
力
を
深
く
体

験
・
体
感
で
き
る
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
と
し
て

推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ガ
リ
ズ
ム
の
推
進
に
あ
た
り
、
地
域
の
価

値
あ
る
資
源
を
再
発
見
・
再
評
価
し
、
磨
き
上

げ
、
観
光
関
連
事
業
だ
け
で
な
く
、
農
林
水
産

業
や
地
場
産
業
な
ど
に
深
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
が
紹
介
、
提
供
す
る
「
そ
の
季
節
、
そ

の
土
地
で
し
か
で
き
な
い
」
体
験
、
す
な
わ
ち

「
シ
ガ
リ
ズ
ム
体
験
」
の
創
出
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

湖
国
滋
賀
の
独
自
の
食
文
化

　

古
来
、
日
本
の
農
村
で
は
、
タ
ン
パ
ク

質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
と
脂
質
が
不
足
が
ち
で

し
た
が
、
琵
琶
湖
周
辺
で
は
湖
魚
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
栄
養
が
補
わ
れ
、
人
々

の
健
康
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

湖
魚
は
刺
身
、
な
ま
す
、
煮
魚
、
佃
煮
、

豆
煮
、
焼
魚
、
ナ
レ
ズ
シ
、
鍋
、
味
噌
汁

な
ど
に
さ
れ
、
多
様
な
淡
水
魚
の
食
文
化

が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
琵

琶
湖
周
辺
で
は
、
様
々
な
魚
を
ナ
レ
ズ
シ

に
し
て
食
べ
る
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
ナ
レ
ズ
シ
は
、
良
質
の
タ
ン
パ

ク
質
源
、
脂
質
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
発

酵
さ
せ
る
こ
と
で
魚
を
頭
か
ら
尾
ま
で
丸

ご
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
カ

ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
摂
取
で
き
る
食
品
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
鮒
ず
し
」

は
、
お
腹
の
調
子
の
悪
い
時
や
体
調
の
悪

い
時
に
薬
代
わ
り
に
食
べ
る
、
と
い
っ
た

風
習
が
あ
り
、
こ
れ
は
鮒
ず
し
が
良
質
の

乳
酸
菌
を
豊
富
に
含
ん
だ
発
酵
食
品
で
あ

り
、
腸
内
環
境
を
良
く
す
る
働
き
が
あ
る

食
物
で
あ
る
事
を
経
験
と
し
て
知
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
交
流
を
重
ね
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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特集：滋賀県は健康寿命も日本一へ

健
康
経
営
の
取
組

　

生
涯
を
通
じ
て
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
く
に

は
、若
い
世
代
か
ら
健
康
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

特
に
働
き
盛
り
世
代
の
皆
さ
ん
は
、
１�

日
の
多
く

を
職
場
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
時
代
を
踏

ま
え
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
滋
賀
県
で
は
「
地
域

ま
る
ご
と
健
康
経
営
」
を
掲
げ
、
職
場
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
表
彰
事

業
で
は
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
事
業
所
を
中
心

に
、
職
場
の
健
康
づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
し
が
」
共
創
会
議
に
よ
る
活
動
創
出

　

平
成
30
年
10
月
に
は
、
滋
賀
県
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、「
健
康
し
が
」
共
創
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
企
業
・
地
域
団
体
・
自
治
体
等
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
出
会
い
、
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
協
力
関
係

を
構
築
し
て
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る

活
動
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県
内
外
か
ら

２
３
１
団
体
が
参
画
（
２
０
２
３.
４ 

末
現
在
）。

【
活
動
創
出
事
例
】

（
株
）
Ｅ
Ｌ
Ｔ
健
康
増
進
研
究
所 

　
　
　
　
　
　

× 

（
公
社
）
滋
賀
県
理
学
療
法
士
会

　

理
学
療
法
士
を
対
象
と
し
た

　

健
康
伸
び
体
操
の
研
修
会
の
実
施

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は

「
生
き
が
い
」
も
大
切

　
「
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
県
や

市
町
と
協
力
し
て
、
家
庭
で
の
減
塩
の
啓
発

や
、
小
中
学
校
で
の
禁
煙
教
育
な
ど
の
地
道

な
活
動
が
結
果
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
心
と
体
の
健
康
は
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
生
き
が

い
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
通
い
の
場
の
賑
わ

い
は
も
ち
ろ
ん
、
や
は
り
び
わ
湖
と
い
う
自

然
豊
か
な
環
境
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
癒
や

▲県健康しが企画室沖野宏文室長

し
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
が
心
と

体
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
」

と
県
健
康
し
が
企
画
室
沖
野
宏
文
室
長
。「
生

き
が
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
健
康
に
生
き
続

▲「滋賀らしい健康」マンダラシート

（
社
福
）
滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

× 

（
一
社
）
日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会

　
「
女
性
の
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
の

　

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
講
習
実
施

マ
ン
ダ
ラ
シ
ー
ト
の
活
用
で

「
気
づ
き
」
を
促
す

　

活
動
に
際
し
て
は
共
創
会
議
の
意
見
交
換
を

も
と
に
作
っ
た
マ
ン
ダ
ラ
シ
ー
ト
を
活
用
。「
滋

賀
ら
し
い
健
康
」
を
実
現
す
る
に
は
、「
食
」

や
「
運
動
」
だ
け
で
は
な
く
、「
つ
な
が
り
」

や
「
生
き
が
い
」「
自
然
環
境
」
も
か
か
わ
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
関
連
の
あ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が
並
び
ま
す
。「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
“
健

康
”
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
気
づ
き
を

促
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

▲県の努力や成果について語る取材中の皆さん

け
た
い
と
考
え
る
、
そ
の
思
い
を
引
き
出
せ

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
健
康
行
政
の
要

で
あ
り
、
私
た
ち
の
仕
事
」
と
お
話
を
結
び

ま
し
た
。

　
滋
賀
県
が
平
成
30
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

「
健
康
い
き
い
き
21
︱
健
康
し
が
推
進
プ
ラ
ン
︱

（
第
２
次
）」
も
本
年
度
で
終
了
。
現
在
、
健

康
医
療
福
祉
部
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
部
局
で

は
、
第
３
次
計
画
に
向
け
て
改
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
次
号
以
降
は
、
直
近
の
健
康
実
態

調
査
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
計
画
の
進
捗
や
概
要

の
ご
紹
介
を
通
じ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

た
次
代
の
取
組
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
い

た
だ
け
る
内
容
を
目
指
し
ま
す
。




